





A Study of a Change in Student’s Awareness of the Sense of Shame：





























































































 1　調査対象：A短期大学 1年生男女 39名。
 2　調査の期間：第 1回調査は、平成 20年 4月 23日～ 4月 25日まで、第 2回調査は、






























た。そのうち有効回答数は 37人、有効回答率は 93.5％であった。37人のうち、男性が 6人、


































































図 5　性やヒトの成長発達に関する知識の程度（実習前） 図 6　性やヒトの成長発達に関する知識の程度（実習後）









































































































































































































図 16－③　記録時に気になること（オムツ交換） 図 17－①　演習時に気になること（着脱）















































































































































 （2） 安田郁：青年期における羞恥感情に関する研究－青年期危機との関係から－ .九州
大学大学院人間環境学府，5：pp247-255，2004
 （3） 大柴譲治：罪 guiltと恥 shame：ルーテル学院大学紀要，ルター研究，pp127-151，
2002






 （7） 米澤　沙織：日本の女性の性的羞恥心の現在 2章、3章 .宮崎公立大学，pp1-26,2004
 （8） 畠山千春他：介護実習指導のあり方を探る .共栄学園短期大学紀要，第 20号，
2004




 （11） 安田郁：青年期における羞恥感情に関する研究－青年期危機との関係から－ .九州
大大学院人間環境学府，7：pp125-137，2006
 （12） 本田文子他：学生の介護意識の変化－実習経験を通して－ .静岡福祉大学紀要，第
2号，2006
 （13） 吉野賀寿美他：社会参加を支える施設での実習を通しての学生の学び .北海道医療
大学看護福祉学部紀要，第 14号，2007













 （20） 米村敬子他：排泄援助演習時における類似体験からの技術習得への課題 .第 36回看
護教育，2005
 （21） 菊池章夫他：自己意識的感情の喚起状況の構造－ KA-JiKoKan33を用いて－．心
理学研究，pp1-2，2005
 （22） 冠木千代子：常識と羞恥心に関して．天垣女子短大紀要，pp57-76，2004
 （23） 浅見二巳子：泌尿器検査時の羞恥心への配慮 .ウロナーシング，9:46-48，2004
 （24） 川村邦彦：『慣れと諦め』の向こうへ－第 1段階実習報告会講評－．静岡県立大学
短期大学部紀要，17-W-7，pp1-20，2003
 （25） 菅原健介他：講座臨床心理学 3異常心理Ⅰ .東大出版，2002
 （26） 大柴譲治：罪 guiltと恥 shame.ルター研究 .ルーテル学院大学紀要，pp127-151，
2002
 （27） 青木英夫：パンツが見える .朝日選書，東京都，pp146-148，2002
 （28） 小林陽子：老人看護学実習におけるオムツ体験学習の学びの分析 .山梨大学紀要，
17：pp84-90，2000
 （29） 菅原健介：人はなぜ恥ずかしがるのか－羞恥と自己イメージの社会心理学－ .サイ
エンス社，東京都，pp1-229，1998
 （30） 久崎孝浩：恥および罪悪感とは何か .九州大学心理学研究，3：pp69-76，2002
 （31） 菅原健介他：対人社会心理重要研究集（6）人間関係の自己 .誠信書房，1998
 （32） 西平直：エリクソンの人間学 .東京大学出版会 ,東京都，p1-304，993
 （33） 青木英夫：下着の文化史．雄山閣出版，東京，pp1-238，2000
 （34） 岡野憲一郎：恥と自己愛の精神分析～対人恐怖から差別論まで .岩崎学術出版社，
東京都，pp1-282，1998
